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平成 28 年５月９日 

各 位 

                                  

会 社 名  株式会社協和エクシオ 

代表者名  代 表 取 締 役 社 長 小園  文典 

 （ コード番号 1951 東証第 1 部 ） 

問合せ先  
取締役専務執行役員  

経 営 企 画 部 長 
酒井  隆司 

 （ TEL. 03-5778-1073 ） 

 

中期経営計画（2016年度～2020年度）策定のお知らせ 

 

当社は、2016年度を初年度とする新中期経営計画を下記のとおり策定しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

  １．前中期経営計画の経過ならびに新中期経営計画の基本的な考え方 

前中期経営計画（2013 年度～2015 年度）では、「トータル ICT ソリューションをグループ一体で推進し、価

値創造と成長基盤を確立する」というビジョンのもと、増収増益および EPS の向上を目指し、業容拡大と生

産性の向上・効率化に取り組んでまいりました。ＩＣＴソリューション事業本部を設け、新たな成長事業である 

ソリューションビジネスを立ち上げるとともに、既存事業においても積極的な営業展開により業容拡大を図

りました。また、グループ内リソースの一体運用やグループ会社の統廃合などの効率化施策を展開し、  

生産性の向上に努めました。しかしながら、初年度の 2013 年度は過去最高の売上高、営業利益を達成し

たものの、その後は通信キャリアの設備投資減少の影響により、継続的な増収増益とはならず、通信キャ

リア以外の業容拡大が課題と認識しております。 

 

こうしたなか、今回策定した新中期経営計画は、2020 年に開催される東京オリンピック・パラリンピックを

見据えた再開発や関連投資が積極化することに鑑み、2020 年度までの５ヵ年計画といたしました。「グルー

プ総力を結集し、トータルソリューションで新たな成長ステージへ」という新ビジョンのもと、グループ一体で

既存技術とサービスの融合によるエンジニアリング周辺事業などの拡大により、事業ポートフォリオの再構

築を進め、システムソリューション事業を第２の柱へ育成するとともに、コア事業である通信インフラ構築関

連の生産性・品質向上や徹底した効率化による収益力強化を図り、より強固な経営基盤の確立に努めて

まいります。 

また、資本効率の向上、株主還元の充実にも引き続き取り組み、継続的な企業価値の向上を目指してま

いります。 

 

２． 新中期経営計画の概要 

（１）中期ビジョン 

 グループ総力を結集し、トータルソリューションで新たな成長ステージへ 

 

（２）基本方針 

 

 

 

 

 

①事業ポートフォリオの再構築を進め、ソリューション事業を第２の柱に育成 

②既存技術・サービスの組合せによるエンジニアリング周辺事業の拡大 

③Ｍ&Ａ、アライアンスの推進による業容拡大 

④業務改善による生産性向上と徹底した効率化による収益力強化 

⑤資本効率の向上による株主価値の拡大 
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（３）業績目標（連結） 

 2020年度 

売 上 高 4,000億円 

営業利益 300億円 （営業利益率 7.5％） 

Ｒ Ｏ Ｅ 10％ 

Ｅ Ｐ Ｓ 200円以上 

 

   

     【目指すポートフォリオ】 

 

（４）主な取り組み施策 

業容拡大 

◆ソリューション事業の確立とスクラップ＆ビルドの迅速化 

◆首都圏再開発、国土強靭化投資に関連したインフラ事業の拡大 

◆Ｍ＆Ａ、アライアンスの推進 

コスト競争力 

◆ＮＴＴ固定事業の徹底した効率化 

◆ＩＴを活用した業務改善による稼動効率化 

◆拠点統廃合、グループ会社再編等による生産性向上 

人財リソース 

◆事業動向・繁閑に応じた機動的なマネジメント 

◆人材の育成･確保（ＳＥ、営業、有資格者） 

◆ダイバーシティの推進による組織活性化 

グループ体制 

◆事業環境の変化に柔軟に対応できるグループ運営体制の整備 

◆グループ内シナジーを最大化できる事業構造改革 

◆全国ワンストップ施工体制構築のための協力会社との連携強化 

 

 

 
以 上 

※ＲＯＥ：自己資本利益率  ＥＰＳ：１株当たり当期純利益 

 


